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１. はじめに
日本列島と朝鮮半島の間に位置する壱岐島は、対馬島とともに日本列島と中国
大陸・朝鮮半島を結ぶ中継地として古くから重要視されてきた（図１）。そのため壱
岐島には、様々な時代の様々な遺跡が存在する。
私は以前から、戦国時代及び直江兼続に興味を持っており、壱岐にその時代の
遺跡があるのか気になり調べていると、勝本城を見つけ見学に行った。すると、い
ままで見てきた北関東の城に比べ虎口が小さいように感じた。その後勝本城の虎
口が大きいという話を聞いたり、現地を見学した城郭談話会の西尾孝昌氏が、勝
本城の虎口を「大型の内枡形虎口」と表記しているのを読んだが、何と比較して何
が大きいのかまでは書いていなかった。このため、勝本城の本丸大手虎口の大き
さを測りほかの城館と比較していくことにした。

２ 勝本城の概要と研究方法
（１）勝本城の概要
勝本城跡は壱岐市勝本町に所在し、壱岐島の北端部に位置する（図２）。勝本浦
を見下ろす標高約80ｍの山の頂上を中心に築かれ、武末城とも呼ばれる。文禄の
役が始まる前年の天正19（1591）年に豊臣秀吉の命により、松浦鎮信が同じ肥前
の大名である大村喜前、有馬晴信、五島純玄の協力を受けて築城した朝鮮出兵の
ための城であるが、朝鮮出兵が終わりを迎えると勝本城も役目を終え廃城となり、
本丸虎口等の石垣隅部が破却された。

(２)研究方法
①比較対象
勝本城は築城の時期や経緯が記録に残っており、織豊期に築城された「織豊系
城郭」である。織豊系城郭の築城技術、特に石垣築造技術は朝鮮出兵を機に広
がったとされ、長崎県内でも大村市の玖島城や南島原市の原城は、大村氏、有馬
氏が朝鮮出兵後にその技術を取り入れて築城されたとされる。そのため、石垣に
よって構築された枡形虎口を持つ、朝鮮出兵に関わる城館及び織豊期から近世初
頭の城郭を比較の対象とし、地域は長崎県及び佐賀県とした。比較した城館につ
いては表1に計測結果とともにまとめた。

②計測箇所と方法
本丸の広さと虎口（枡形）の広さの比率（A）・虎口幅と本丸の幅の比率（B）・虎口
面積あるいは幅の値（C）の３点を測定することとした（図４）。
面積については、虎口の面積は石垣で囲まれた枡形空間を計測し、本丸の面積は
石垣、土塁、切岸などの防御施設で囲まれた曲輪の平坦面を範囲とした。幅につ
いては、虎口の幅は、外部から本丸に入る際に正面となる部分について、石垣間
の空隙部分を計測した。

３. 計測結果
勝本城跡を含む16カ所の城館跡の本丸と虎口を計測した結果は表１のとおりである。

計測結果はそれぞれこのようになった。

A・Bの計測はそれぞれ、勝本城は16城館中５番目・７番目に大きいという結果となり、虎
口と本丸の比率の比較からは、虎口が突出して大きいということは分からなかった。
C（虎口面積）の計測は１６城館中７番目であったが、C（虎口幅）を計測すると、16城館
中名護屋城・佐賀城に次いで３番目に虎口幅が広いということが分かった。

４ . 考察
(１)勝本城の虎口幅について
勝本城跡の縄張図を見ると、虎口を構成する石垣の正面部分が櫓台状になっており、

「壱岐名勝図誌」の「武末城趾本丸全図」を見ると虎口正面の石垣間に礎石が描かれて
いることから、大手虎口に櫓門が作られていたと考えられる（図５）。

勝本城本丸跡の発掘調査を担当された壱岐市教育委員会の松見裕二氏によると、勝
本城の本丸に入ることができるのは秀吉とその重臣や側近のみだったという。
以上のことから、勝本城本丸大手の虎口は、普段の出入り口としては使われておらず、
飾りのような役割を果たしていたと考えられる。文禄の役講和交渉で朝鮮の副使であっ
た朴弘長の使行録からは海上から見える規模の三層の櫓が勝本城内にあったことが
わかる（図６）。このことから、見栄えを良くした上に豊臣家の威厳を示すために、門、ひ
いては虎口を大きくしているのではないかと考えた。

５．まとめと今後の課題
勝本城跡と、名護屋城跡をはじめとする長崎県、佐賀県の朝鮮出兵関係及び織豊期
から近世初頭の城館跡16カ所の本丸大手虎口の大きさを計測し比較した結果、勝本城
跡の本丸大手虎口は虎口幅３番目の大きさと、実際の値で見たときに大型の虎口であ
ることが分かった。また、秀吉しか使用できない門であり、見栄えを重視して豊臣家の威
厳を示す「見せる城」であったことから、勝本城も秀吉の威厳を目に見える形にするため
に大型の大手虎口となったと考えられる。
当初の疑問であった、勝本城の門は何が大きいのかということは今回分かったが、計
測した結果をみて疑問に思ったことがある。それは、本丸と虎口の面積比率を見た際に、
朝鮮出兵の際に築かれた陣跡は本丸（主郭）に対して虎口が大きいということである。
陣跡はすべて同じ時期に築かれているため、時期的な傾向である可能性がある。これ
は、陣跡以外の同じ時期の城館跡をより多く調べることで検証することができると思わ
れる。また、宮武正登氏によれば、今回計測した陣跡の多くは発掘調査がなされており、
その結果、陣跡内部に茶室や庭園を持つ、大名屋敷的な様相があるという。そのため、
秀吉が威厳を示したかったのと同様に、全国各地から大名が集まっている中で、自陣
の外観を少しでも美しく大きく見せようとした可能性も考えられる。
現在私は壱岐高校に通い、今回の研究で長崎県・佐賀県の中近世城館を調べたり北
部九州の中近世城館を見学してまわったが、出身は関東地方で、これまでは北関東の
城跡を見学することが多かった。この研究の中で名護屋城跡周辺の陣跡を見ていくと、
陣跡により作りが違い、地域差があることを感じた。自分の身近にあった東日本の城と
九州や西日本の城の比較など、織豊期の城館を中心に今後も研究を行っていきたい。

６. 主要参考文献
名著出版1975「巻之二十三 壱岐郡可須村之部 併勝本浦」『壱岐名勝図誌』下巻
壱岐市教育委員会2021『山中遺跡 亀丘城三ノ丸跡 国史跡勝本城本丸跡1次 正村遺跡隣接地』－市内遺跡発掘調査事業に伴う発掘調査－壱岐市文
化財調査報告書第32集
佐賀県教育委員会2013『佐賀県の中近世城館』第2集各説編1（三養基・神埼・佐賀地区）佐賀県中近世城館跡緊急分布調査報告書Ⅱ 佐賀県文化
財調査報告書第201集佐賀県教育委員会
佐賀県教育委員会2016『佐賀県の中近世城館』第5集各説編4（名護屋城跡並びに陣跡）佐賀県中近世城館跡緊急分布調査報告書Ⅴ 佐賀県文化財
調査報告書第213集佐賀県教育委員会
佐賀県教育委員会2017『佐賀県の中近世城館』第4集各説編3（東松浦・西松浦地区）佐賀県中近世城館跡緊急分布調査報告書Ⅳ 佐賀県文化財調
査報告書第216集佐賀県教育委員会
長崎県教育委員会2011『長崎県中近世城館跡分布調査報告書Ⅱ』詳説編長崎県文化財調査報告書第207集
久野哲矢2019「東槎録－文禄五年朝鮮通信使副使・朴弘長の使行録－」『研究紀要』第25集佐賀県立名護屋城博物館
林隆広2017a「勝本城」『織豊系城郭とは何か－その成果と課題－』城郭談話会30周年記念城郭談話会

図３ 勝本城虎口
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表１ 計測対象及び計測結果
城館名 虎口幅(m) 本丸幅(m) 幅比率 虎口面積(㎡) 本丸面積(㎡) 面積比

1 勝本城 7.44 89.34 8.33 12.47 275.37 4.53

2 清水山城二の丸 3.44 22.92 15.01 4.74 119.78 3.97

3 清水山城本丸 2 37.36 5.36 9.76 170.66 5.72

4 亀岡城 2.4 57.94 4.15 3.68 96.97 3.8

5 玖島城 2.54 55.16 4.61 4.64 435.39 1.07

6 森岳城 7.28 88.28 8.25 6.19 1298.08 0.48

7 原城 5.2 125.56 4.15 20.04 751.94 2.67

8 名護屋城 14 209.6 6.68 70.12 3792.34 1.85

9 堀秀治陣跡 2.7 94.38 2.87 17.50 375.21 4.67

10 豊臣秀保陣跡 5.28 52.38 10.09 25.22 244.59 10.32

11 前野長康陣跡 4.22 39.58 10.67 7.81 158.27 4.94

12 佐竹義宣陣跡 1.88 45.64 4.12 4.62 161.41 2.87

13 徳川家康別陣跡 4.96 53.16 9.34 20.12 400.40 5.03

14 木下延俊陣跡 5.4 46.66 11.58 3.80 177.96 2.14

15 唐津城 4.76 67.9 7.02 9.15 468.45 1.96

16 佐賀城 9.46 145.78 6.49 74.00 2107.44 3.52勝本城

本丸の幅は、虎口から本丸に
入った際に一番最初に本丸の大
きさを印象づけるものとして、虎
口から見た本丸の横幅を計測す
ることとした。計測は各県の中近
世城館跡分布調査の報告書に掲
載されている縄張図または測量
図を使用し、計算や変換のミスを
防ぐため、縄張図または測量図
の縮尺を2000分の１に統一した
上でPDFデータとし、Adobe社
AcrobatReaderのものさしツール
（距離ツール及び面積ツール）を
利用して行った。


